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2000年の5月17日（展葉前）と6月23日（最盛期）にUlakhanSykkhanで撮影
された森林の樹冠と林床（Kobayashi,Suzuki, and Kobayashi, 2006より）
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fetched from the website on January 21, 2007 
ヤクーツク周辺の4つのサイトで2000年に観測された森林樹冠の
葉面積指数.(Suzuki et al., 2001より）
サイトの名前 ｜緯度，経度 ｜葉面積指数
A叫 kh l62.15N,130.91E 11.73 
Neleger 162訓 ，切 67E 12.19 
'62.2帆 129.62E 12.15 
Ulakhan Sykkhan J 62.14,N 130.52E I 0.88 
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MODISの観測値から推定された2000年6月における葉面積指数｛LAりの分布．
ftp://primavera.bu.edu/pub/datasets/MODIS/MOD 15 _ BU/C4.1 /LAI/ 
CEReS Sy帽。ai¥lmFeb. 28, 2007 
・衛星で‘推定された葉面積指数は樹冠のものなのか？もし
そうなら過大見積もりではないか？
・そもそも，疎なE寒帯林で衛星で推定された葉面積指数
は樹冠と林床の両者の合計なのか？
・以上のような不確定性を持っている葉面積指数を数値モ
デルはどのように取り入れたらいいのか？
GER・sSym,,。ai¥lmF・b.28, 2007 
2000年6月19日におけるヤクーツク付近の地表面（LandsatETM＋）と，航空
機観測の経路.ruJで示された場所はUlakhanSykkhanのサイトを示す．航
空機観測は2000年の4～6月！こ9回行われた
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森林の状況の4つのタイプにおける，航空機搭載分光反射針で観測された平均
分光反射．雪面のみからの分光反射も参考のために図示している ［VIS］と
[NIRJはMODISの可視と近赤外のバンドに対応する．
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SPOTNGTによって観測された，ヤクーツク付近におけるNOVI(10・
daily）の季節変化．図中の［a］は現地の写真観測によってわかった雪解け
が完了する時期＇ [b］は同様にカラマツ林での展葉の開始時期を示す．
·• （近藤・鈴木， 2005の図に加筆）
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航空機搭載ピデオカメラで撮影された画像より，森林の状態を4つ
に分けた．円は航空機搭載分光反射計の fieldof viewである．
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森林の状況の4つのタイプにおける．可視と近赤外の反射率．雪のみの
反射率も図示した．相当する植生指数（NOVI）を直線で示した．
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3月簡における 19停唱団2・2000)
画温分布・（P札デー タより）
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・航空機搭載ビデオカメラと分光放射針のデータを元に森
林の状況を4つのタイプ分類して分析したところ，樹冠と
林床の緑度は可視ー近赤外聞の反射率において同程度
のギャップを生じることが分かつた．
4・樹冠が緑であっても林床に雪がある場合は，雪の反射の
影響で植生指数は小さく計算される．
・今後，樹冠と林床の影響をそれぞれ考慮した研究が発展
することが望まれる．
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